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1 【要旨】 建設環境課長 　
　信号機の移設について

【内容】
　長南小学校入口の信号について、車の出入りを見てい
ると、保育所側の方が多いことから、保育所入口に移設で
きないか。

　【要旨】 保健福祉課長
　放課後児童クラブの施設建設について
　【内容】
　児童クラブの施設建設について、テニスコートの位置に
建設することは決定事項なのか。中学校の空き教室を使
うなど、箱物は建てない方向で考えてほしい。

　【要旨】 企画政策課長
　企業等からの税収について
　【内容】
　工業団地内の企業や、ホームセンター、ドラッグストアな
ど、本店が町に存在しない企業等の税収は、町に納めら
れているのか。

　【要旨】 生涯学習課長
　イベント時の景品等の調達先について
　【内容】
　町民体育祭など、イベント時の景品や町の備品などは、
町内業者が納めているのか。まず町内業者に声をかけ、
価格の折り合いがつかない場合は別から調達するような
形をとってほしい。

　現在、児童クラブは暫定的に旧幼稚園を活用している。中
学校に空き教室は無いことを確認しており、子ども達が安全
に移動できる場所として、この計画を進めている。

　企業からは、法人町民税や固定資産税（償却資産）の納付
をしていただき、町民の方が勤務している場合は、その方の
個人住民税も税収として納めていただいている。

　町体育協会主催の町民体育祭などの景品や、公民館主催
の各種教室等で必要となる物品など、町内で調達できるもの
は町内業者から調達している。

町長と語る会概要（長南地区）

日　　時：平成29年5月22日（月）19：00～21：01
会　　場：旧長南小学校屋内運動場

町執行部：町長、副町長、教育長、課長等職員9名、事務局職員4名
来場者数：16名

　押ボタン式の信号は目的や現地の診断が大事であり、交通
体系が変わるようであれば、交通安全を司る警察と協議し、
移設することはできると思う。
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2 【要旨】 町長 　
　自主防災組織の運営について
【内容】
滝の内自主防災組織を立ち上げて3年目となり、活

動内容が行き詰っている。町内の自主防災組織同士
の連携を図って、他の組織の活動を参考にできるよ
う町が音頭をとって連携を主導してほしい。

【要旨】 町長 　

　小学校跡地の避難所としての位置づけについて

【内容】
各小学校跡地は避難所に指定されているが、今後、地
域防災計画の中でどう位置付けていくのか。

3 【要旨】 町長 　
　耕作放棄地について

【内容】
　休耕地、耕作放棄地、イノシシ等有害鳥獣対策に
ついて、どうにかならないか。

農地保全課長
　耕作放棄地対策は地主の管理が基本であるが、町では国
事業の多面的事業交付金事業の中で現在、農地協議会21
団体の組織が町内に存在している。深沢地区でも組織を設
立するなど、農地の共同管理をお願いしたい。
有害鳥獣の県内捕獲頭数は毎年3割位ずつ増加している。
町の捕獲頭数は昨年度実績で、383頭である。捕獲と防護の
2面で対応する。

　今後、小学校跡地を民間に活用させたとしても、避難所・避
難場所の位置づけは継続していきたい。地域の皆さんに今ま
でどおり使っていただけるよう協議する。
　旧東小はその考え方で進めており、残る3校についても、同
じ考え方で進めていきたい。

　有害鳥獣対策については町としても取り組んでいるものの、
長南町は面積が広く対策が難しい状況であるが、県にも要望
して行く。耕作放棄地は、原則的には所有者に管理を徹底し
て頂きたいと考えている。町として農協等にも相談しながら対
策しているが、現状は困難である。今後、担い手不足が加速
度的に進んでいるが、耕作放棄地を作らないような対策を講
じていきたい。

　自助・共助・公助の防災面で、地域のことは地域で守るとい
うことで、団結していただければと思う。地域の実情は相違し
ていると面もあろうかと思うが、地域防災組織間で話し合い意
見交換することも必要ではないかと思うので、機会を設けられ
るように考えていきたい。
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4 【要旨】 建設環境課長 　

　坂本地区の住宅開発について

【内容】
20年位前から出ている坂本・豊原地区の大規模開発事
業について、進捗状況はどのようになっているか。また、
町から補助金の支出はあるのか。

5 【要旨】 町長 　

　巡回バスについて

【内容】

企画政策課長 　
　町は、昨年度、地域公共交通の総合ネットワークを考えた
基本構想とも言える『地域公共交通網総合計画』を策定し
た。その中で、巡回バスは基本的には残していく方向で位置
づけている。

6 【要旨】 産業振興課長 　

　レンコン農家に対する補助金について

【内容】
　レンコン農家における環境保全型の補助、竹ス
トーブ事業の補助事業はあるのか。
　また、他人の竹林を整備した場合の補助制度はな
いか。

　町では、竹ストーブへの補助制度はない。孟宗竹等の整備
に対する県の補助や、木材を温室等の暖房に使う際の補助
はあると聞いたことがあるが、ストーブ関係の補助は聞いたこ
とがないので、確認してみたい。他人の竹林を整備した場合
の補助についても、町では制度がないが、県補助があるか、
後日確認する。

　今現在、全体面積約68ｈａの半分以上が太陽光発電、残り
の部分は、継続的に学園「あしたの国」の研修施設の計画が
でている。町に事業開発の認可権限はなく、県に委ねられて
おり、町からの補助金も出ていない。県の許可もまだでていな
い状況である。

　巡回バスを開始した時の経緯を踏まえると、一気にやめてし
まう事はできない。路線バスの廃止、休止も出ている状況で、
交通弱者もいることから、公共交通の整理し、運行の見直しと
いう形で検討していきたい。

　巡回バスは乗客が少ない状況の中で、今後の町の対応
は、廃止していくのか、あるいは存続していくのか？
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7 【要旨】 町長 　

　児童クラブについて

【内容】

　現在利用しているクラブ施設を改修余地して使う事も可
能と思うが、そのような考えはなかったのか。
　夏休みは学校の校庭で部活があると思うが、安全対策
についてはどうか。

　旧幼稚園は人目につきにくい場所で、暗くセキュリティ上も
問題があり、現在の場所であれば預けたくないといった、子
育て世代の皆さんの声もあり、町として総合的に判断し、移設
を決めたところである。小学校から旧幼稚園まで車で送る事
も大きなリスクであり、授業が終わった子供が、自力で安全に
通える場所であることは、必要である。
　夏休みについては、指導員が付いてプールへの移動や校
庭や遊具で遊ぶなどあると思うが、色々な事を想定して現場
で対策をとって臨んでいく。

8 　【要旨】 町長
　スクールバス停車所の防犯灯設置について
　【内容】
　スクールバスの停車場で児童達が乗降する際に、秋か
ら冬にかけて暗くなってからの安全性に問題があり、非常
に危険を伴うため、防犯灯の設置状況を早急に点検して
もらいたい。（要望）

　規模については、130㎡、45名程度を計画しており、児童ク
ラブの設置基準に適合した部分については、国・県の補助が
1600万円程つくが、基準以外の部分は町単費となる。現在の
児童クラブ登録者数は約50名であるが、中には年に1，2回程
度の者もおり、平均では1日で22名程度の利用である。
　移転後は、学校と連携して、体育館や校庭を活用していき
たいと考えている。
　夏休みについても、現在の施設よりは手狭になるが、学校
の施設等を活用して対応できると考えている。
　子育て中の母親と意見交換を行い、現在の旧幼稚園は奥
まっており人目につかず暗い場所で、移設してほしいという
要望があった。児童クラブの入所説明会では、意見はなかっ
た。

　児童クラブ建設事業の事業概要（規模など）を教えても
らいたい。建設計画には、庭やホールが無いが大丈夫
か。
　夏休みは、児童の人数が増えるので対応できるか。
　建設を計画する際、他の保護者や、子供をみている職
員の意見は聞かなかったのか。

　確認させたいと思うのでよろしくお願いしたい。
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9 【要旨】 建設環境課長
　ガードレール及び防犯灯について
【内容】

JA長生農協長南基幹支所の旧道部分にあるガード
レールがあることにより狭く、見通しが悪くて危険を感じる
し、道路幅員も狭いので何とかしてもらいたい。

近所の防犯灯移設の要望を区長を通じて申請してあ
る。4月半ばにはということだったが、一向に実施されてい
ない。どのような状況（町の対応処理）となっていますか？

総務課長 　
　経緯については承知しておりませんでしたが、確認のうえ対
応させていただきたい。

10 　【要旨】 町長
　町の最優先課題について
　【内容】
　町長が考えている町の最優先課題は何か。

活性化方策は他の自治体も取り組んでおり、うま
くいかない所が多い。その理由をどのように考える
か。
行政が旗を振って推し進めるだけでなく、地域住

民の関わりが大切だと思うので、町長の強力なリー
ダーシップでまちづくりを進めていただきたい（要
望）

　自治体の身の丈にあった行政が必要であり、町の財政負担
を考慮した施策であることが必要と考える。箱物の話もでた
が、箱物の維持管理費は大きいので、長南町の財政状況、
町民要望、町の発展など、色々なことを考慮しながら、まちづ
くりをしていく必要があると考える。
　まちづくりは行政主体ではなく、町民の皆さんのご理解とご
協力なしには進められないと考えている。新しいことを進める
時などは町民の皆さんに提案し、ご意見を伺いながら、協働
のまちづくりを進めて行きたい。

　ガードレールは車両を守るために設置しており、目的外に
設置されていたり、現状が昔と変わっているようであれば、取
り外すこともできるので、現場を確認させていただきたい。

　人口減少に歯止めがきかない状況の中で、町民一人一人
の所得を上げること、町の財政が豊かになることによって、人
口減少に陥ったとしても、町としての機能を果たして住民サー
ビスが提供できるのではないかと考えている。
小学校跡地と西部工業団地計画跡地の活用、インター周辺
の民間開発などを進めて行きたいと考えている。
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